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2021 年度スタート！ 繋がることを力に !



１

 　　   外国にルーツを持つ子どもたちの教育実態調査

— 「外国人児童生徒に対する日本語指導についての調査」 中間報告—

　　　　　  ２０２１年度スタート ！ 繋がることを力に！ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　　枦木　典子
　 コロナ禍の４月、2021 年度がスタートしました。今年は、教室から日本語を学ぶ子どもたち
の元気な声が聞こえてきます。　
　昨年 4月は、緊急事態宣言で学校教育、全てが止まっていました。友だちができ、出会いが
嬉しい４月は、繋がることのできない時間でした。学習時間の減、校外行事の中止など楽しい交
流も少なく、制限の多い１年でしたが、一方、ピンチをチャンスにとオンライン授業体制作りや
リモートでの面接指導など、外国にルーツを持つ子どもたちの学びを継続するため、多くの個人、
企業の皆さまから力強いご支援をいただいた１年でもありました。皆さまのご支援に心より感謝
申し上げます。
　１年が過ぎ、コロナ感染症の収束の兆しは、まだ見えません。社会も個人も生活や心身両面で、
さまざまな影響を受けています。しかし、このような状況だからこそ、2021 年度は、人と人が
繋がることを力にして活動を進めていきたいと思います。今年度もどうぞ、よろしくお願いいた
します！！

 事務局、荒川校の移転は、８月末に！ ９月から新移転先で活動開始！

　３月末に民間への移転予定であった「荒川事務所、たぶんかフリースクール荒川校」の移転は、
8月末に変更となりました。今後は、7月までに民間の移転先物件を決定し、8月末に移転、9月
から新移転先で「たぶんかフリースクール荒川校」の授業を開始します。
　民間への移転は、今後の運営にとって、厳しい状況が生じますが、団体としては、長年創って
きた学びの場を、また人と人が繋がる場を継続していきたい！子どもたちが良い環境で学べる場
を作るために、最善をつくしたい！と考えています。
　皆さまの温かいご協力と応援をどうぞ、よろしくお願いいたします。

紹介

　多文化共生センター東京では、約 20 年に渡り、外国にルーツを持つ子どもたちの学習権保障
のため、教育機会の拡大を目指してさまざまな活動をしてきました。
　2001 年の設立時には、東京 23 区の外国にルーツを持つ子どもたちの教育実態把握の調査を実
施し、その居住地域によって、受けられる日本語指導に格差があり、日々成長する子どもたちが、
こうした不平等により大きな影響を受けていることが明らかにされていました。
　今回の「外国人児童生徒に対する日本語指導についての調査」中間報告は、2018 年にさいた
ま市議会議会局実施のアンケート調査について、当センターが分析協力という形でまとめさせて
いただいたものです。
　20 年を経過して、外国にルーツを持つ子どもたちの置かれている教育環境の不平等は、改善
されたとはいえません。以下、報告書の概要をお伝えします。
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①   受け入れ予定校の日本語指導体制が十分でない場合の対応（報告書 5-6 ページ）

①

②

③
④

⑤
⑥

  ① 体制が十分でなくても受け入れ　　　　　　　　  32 自治体 (74.4％)
  ② 教育委員会と協議し、体制を整えて受け入れ　　　  3 自治体 (7.0％)
  ③ 日本語がある程度できるようになってから受け入れ   1 自治体 (2.0％)
  ④ 今までそのようなケースはない                                         2 自治体 (4.7％)
  ⑤ その他                                                                                        4 自治体 (9.3％）
  ⑥ 無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　           1 自治体 (2.3％)

◎ 7 割以上の自治体が、指導体制が十分でなくても、外国籍児童生徒を受け入れていると回答
⇒ 学校教育に繋がってはいるが、十分な体制がないということは、日本語が不十分なままクラス 
    内で放置されているか、担任教師等の個人の力量に任せられていると考えられる。

◆ アンケート調査をした 43 自治体の回答を表とグラフでまとめると ・ ・・

     ＜教育相談での保護者や児童生徒からの声＞

・ 学校に入れたが、授業がわからないまま座っている。
・学校生活のルールがわからない、説明もわからない。
・先生が放課後、勉強の時間をとってくれている。

②   公立小中学校における日本語指導の時間数（7-8 ページ）　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

・ ・ ・ 小学校 ・ ・ ・ 中学校

① 25 ～ 49 時間

　・小学校　3自治体 (7.0％)
　・中学校　2自治体 (4.7％)
② 50 ～ 99 時間

　・小学校　9自治体 (20.9％)
　・中学校　10 自治体 (23.3％)
③ 100 ～ 199 時間

　    小・中 各 9自治体 (20.9％)
④ 200 ～ 299 時間

　    小・中 各 6自治体 (14.0％)
⑤ 定めなし

　　小・中 各 3自治体 (7.0％)
⑥ その他

　　小・中 各 7自治体 (16.3％)
⑦ 無回答

　　小・中 各 6自治体 (14.0％)

児童生徒 1 人当たりの年間指導時間 （上限） ◆ 43 自治体のうち ・ ・・

◎ 指導時間数が 25 ～ 294 時間と、自治体でかなり差がある。
⇒ ②～③に回答が集中しているが、ひらがな・カタカナの文字
　指導やサバイバル的な会話の練習にかかる時間を考慮すると、
　指導の多くが初期指導の途中で終わりを迎え、児童生徒が授
　業についていくには困難な状況が続いていると考えられる。

● 中間報告の全文は、当センターのホームページ「教育実態
　 調査」からダウンロードすることができます。
　  https://tabunka.or.jp/project/reaserch/

調査結果の中から ・ ・ ・ 　 ＜調査対象…政令指定都市、東京 23 区の計 43 自治体＞

自
治
体
数



　 荒川校　H さんの作文

3

　2020 年度は、一度目の緊急事態宣言に
より 4月の開校が延期となり、6月からよ
うやく授業を始めることができました。そ
の後も、授業時間を短縮するなど、感染状
況に応じた対策を行いながら、学びの機会
が損なわれないように、オンラインを活用
する等の工夫をする日々が続きました。生
徒たちは、大変な状況のなかでくじけるこ
となく努力を続け、高校進学という願いを
達成しました。
　卒業文集から「たぶんかフリースクール
の思い出」を紹介します。

たぶんかフ画画リ画画ス画画ク画画ル
の画画思画画い画画出

ー ー

　コロナ禍の 2020 年度も、たぶんかフリース
クールでは 30 名の生徒が卒業し、それぞれの
進路を歩み始めました。たくさんのご支援をい
ただき、ありがとうございました。



高校進学　おめでとう！

2020 年度も、30 名の卒業生が

高校に進学しました。

都立高校 ( 全日制 ) ・ ・ ・ 14 人

都立高校 ( 定時制 ) ・ ・ ・ 　7 人

埼玉県立高校　　 　 ・ ・ ・ 　5 人

千葉市立高校　　 　 ・ ・ ・ 　1 人

私立高校　　　　 　　 ・ ・ ・ 　3 人

　 ＜2020 年度 FS の歩み＞

◆4月　緊急事態宣言下のため、
　　　　入学を待つ生徒に課題を
　　　　郵送して対応
◆6月　ようやく対面での授業開始
　　　   （荒川 8名・杉並 5名）
　　　   スポーツ大会で両校の生徒　
　　   　が初顔合わせ
◆8月　高校生ボランティアが
　　　   オンラインで日本の高校
　　　   生活を紹介するイベントに
                参加
◆10 ～ 11 月　
　　　   出入国緩和により来日した　
　　   　生徒の入室が続いた
◆10 月　遠足に行けない代わりに　
　　　      パントマイムを体験
◆12 ～ 1月　
　　　  入試に向けて面接や作文の
　　　  練習をサポートしてもらった
◆1～ 2月　
　　　例年とは異なる出願手続きに　
　　　苦労しながらも進路が決まった
◆3月　「卒業を祝う会」を開催　　 
　　   ⇒ 荒川 17 名・杉並 13 名が卒業

杉並校　K さんの作文
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たぶんかフリースクール杉並校

　

たぶんかフリースクール荒川校

　今年度は３月に卒業を祝う会が行われました。この日を迎えるまで、受験期には例年にない
困難がありました。一つは高校説明会です。ほとんどの高校がネットでの完全予約制で、締切
も早く、予約が困難でした。会自体を中止した高校もあり、イメージができないまま入試を迎
えた生徒もいました。もう一つは出願方法です。国によって違う複雑な確認書類などを簡易書
留で郵送するという方法でした。高校で直接やり取りができなかったため、電話で確認し、そ
の都度生徒に説明をする必要がありました。
　他方で、多くの工夫や学びがあった年でもありました。オンラインで面接練習などをして下
さったボランティアやご支援頂いている企業の方々、事務局にも感謝致します。
下記は日本語１の最後の授業でのことです。中３の教科書にある論語を紹介しました。
「子日はく、【故きを温めて新しきを知れば、もって師たるべし。】と。」
論語は中国では小学校で勉強するそうなので、生徒に日本語訳をお願いしました。すると「昔
の事を勉強します。復習します。新しい知識を知ります。それは先生です。」と訳してくれまし
た。今までのやり方だけではなく、新しいことを知り、取り入れていくのが先生なのだと。
　お互いに学び合う機会を与えてもらえていることに改めて感謝致します。【（講師）加藤 】

　杉並校の日本語２クラスは、11 月に始まり、全部で 6名のクラスになりました。国籍は中国
1名、ネパール 5名です。コロナ禍の中、生徒も先生もマスクをつけての授業です。厳しい環
境での授業ですが、生徒はみんなまじめに日本語の勉強に取り組んでいます。
　ある日、生徒間でこんなやり取りがありました。A：「Bさん、今、何がほしいですか」　B：「お
金がたくさんほしいです」　A：「どうして」　B：（しばらく考えてから）大きい家が買いたいで
す。家族、みんな、住みます」。
　別の日には、教師と生徒の間でこんなやり取りがありました。教師：「週末、何をしましたか」
　生徒：（言葉を探しながら）「お父さん、店、助けました」　教師：「助けました…何をしまし
たか」　生徒：「ヘルプ、ヘルプ…」　教師：「ああ、手伝いました…」　生徒：「お父さんの店、
手伝いました（隣の生徒と嬉しそうに笑う）」。
　みんな、教えてもらった日本語を使って、一生懸命、自分が言いたいことを話します。これ
からも、日本語で話したいなぁ、もっと勉強したいなぁと生徒たちが思えるような場所作りが
できればと思っています。【（講師）木谷 】

2020年度を振り返って
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荒川区　ハートフル日本語適応指導事業

高校支援事業　【都立杉並総合高校】

＜在京枠Ⅰ年目の高校と生徒＞
　生徒の作文からたくさんのことを学び、やるべき支援が見え始めた一年です。
　( 以下は、生徒 2名の作文です。)
①　私は勉強や学校の生活に関心がありませんでした。けれど、高校に入ったら授業を理解す
　ることがむずかしかったです。最初、私は日本語がよくできませんでした。だから誰とも話
　せませんでしたので、孤独でした。しかし、何人かの友達ができ、彼らは私をたくさん助け
　てくれました。試験はとても悪かったです。答案用紙に何も書けませんでした。そして宿題
　もできなかったです。バドミントン部に入りました。そこで友達ができて、新しいことを学
　ぶチャンスも得られました。試験の結果は本当に悪いですが、学校に来るのが好きですし、　
　友達と話すのも好きです。（原文は英文）
②　日本の高校での一年で、ぼくはたくさん変わった。日本語の五十音さえできなかったぼくは、
　いまは少しずつ日本の高校生活に適応できるようになったのだ。
　　コロナウイルスのせいで、高校が始まったのは６月に入ってからだった。休校中に「お知
　らせ文」と「宿題」が送られてきた。「お知らせ文」の内容はよくわからないところがあった。
　だから、しっかり読まなかったし、宿題もやらなかった。そして、１学期の成績は、目も当
　てられない有様となった。だから、２学期になったら、たくさん準備をして、学校に行こう
　と思っていた。でも引っ越しや生活遊びが・・・。おまけに、自分の成績評価もはっきり理
　解できなかったし、宿題の提出方法もよくわからなかった。家の経済問題もあった。そうこ
　うしているうちに、２学期も半分が過ぎていた。
　　そして、担任がぼくを呼んで話をしてくれた。それから、いろんなことを教えてくれて、　
　たくさんの悩みを解決してくれたのだ。ぼくの３学期は、正常の軌道に戻ったのだ。成績も
　良くなってきた。このⅠ年は、父と母、そして先生とクラスメートの助けに感謝している。
　（原文は中文）　　【（多文化共生スクールコーディネーター）王 】

　昨年のコロナの影響で指導開始が遅れた中学生４名は、１月末に補充指導を終えました。
　通室指導では、昨年末に開始した２名に、１月になって新たに２名が加わりました。静かで
勉強好きな女子２名とちょっとやんちゃな男子２名という取り合わせです。除菌、換気、検温
などの感染症対策もルーティーンとなり、休憩時間には「マスク！」「ディスタンス！」と先生
の声がとぶことも。
　３名は、この３月で通室終了。４月から補充学習への参加が決定しました。最終日には、事
前にポスターを準備し、『私の国（町）』というタイトルで一人ずつ発表を行いました。当日の
発表は、練習不足にも関わらず上出来で、参観された教育委員会の方の質問にも何とか答える
事ができました。４月からは通室も新たなメンバーが加わることになると思います。暗い話題
の多い昨今ですが、これからも、ともに前向きに頑張りたいと思います。　【（講師）雨宮 】

行政との協働事業2020年度を振り返って
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ボランティアの

　コロナ禍による緊急事態宣言を受け、土曜日のボランティア教室も 1月からオンラインで１時間
半のみの活動となりました。慣れない zoom操作に、ボランティアも学習者さんも戸惑うことが多
くありました。画面が突然消えたり、音が途切れたり、頭しか見えなかったり。しかし、回を重ね
るうちにできることが増え、制限がある中での工夫や努力の成果を感じられるようになりました。
　以前はフリースクールで教えていましたが、ボランティア教室は全く違う環境です。誰と何をど
のように勉強するのか、毎回変わります。初めましての学習者さんに不安もありましたが、慣れる
に従い楽しくなってきました。気負わず頑張りすぎず、その日の出会いを大切に、何か一つ覚えて
もらえたらオーケーという気持ちで臨めるようになりました。
　今年も中３生からたくさんの高校合格の嬉しい報告が届きました。例年と状況は違っても、ボラ
ンティア一同の支援の気持ちは変わりません。多文化の門を叩いてくださるすべての方たちを笑顔
で迎える活動を続けたいと思います。そして以前のように荒川校に小さい子供たちの声が溢れるよ
うな日々が戻ることを願っています。【（ボランティア） 石塚 】

　長年、会社勤めをしてきましたが、定年を迎えた際に思うところがありました。これまでは仕事
を通して貴重な経験を積ませてもらい、社会から育ててもらいましたが、これから、少しは何か社
会に役立つことができたらと考えました。
　妻から、外国にルーツを持つ子どもたちが十分な教育を受けられないという現状を聞き、そうし
た子どもたちに勉強を教えるボランティアをしてみようと思い立ちました。定年後も再就職をして
おりましたので、土日で参加できて長く続けられそうな多文化共生センター東京に決めました。
　こうして昨年の 1月から始めましたが、コロナウイルス感染拡大で 3月から中断し、7月からオ
ンラインでの再開となりました。小学生から大人まで様々な方がいらっしゃいます。
　オンラインでの支援に最初は戸惑うこともしばしばでしたが、だんだん Zoomの操作やホワイ
トボードでの説明にも慣れてきました。実はオンラインの方が相手の表情も細かくわかり、理解度
を確認しながら進めることができ、オンラインならではの利点も感じています。せっかく日本に来
てくれた子どもたちやそのご家族が、少しでも日本を好きになってもらえればと思いながら続けて
おります。  【（ボランティア） 西依 】

　2020 年度は、コロナ禍により、オンラインでの学習支援に取り組みました。初めてのオンラ
インによる活動でしたが、延べ 330 人の学習者が参加することができました。オンラインでの
支援を通じて感じたことをお二人の方に報告していただきます。【写真は、オンラインによる学
習支援風景（2020 年 12 月）】
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たくさんのサ

　ふと思えば、自分の多文化でのインターンも 5年くらいが経ちました、最近、自分の事業に
専念したいと思うようになり、大学の卒業もありましたので、3月でインターンを辞めることに
しました。
　この 5年間、いろいろなボランティアの方や子供たちと出会ってコミュニケーションをとっ
たのは本当に貴重な経験でした。またインターンとして、高校進路ガイダンスなど、たくさんの
イベントに出席したことで、人見知りが少し直ったところもありがたいです。
　インターンではなくなりますが、これで私と多文化とのかかわりが終わるわけではありません
から、また時間があれば、今度はボランティアとして顔を出したいと思います。

　私が、多文化共生センター東京で働くことが、3月までで終わります。短いけど、いい経験を
しました。
　初めて働いて、とても不安でした。最初は、電話に出ることや、相手のために通訳することな
ど、私の仕事を何もできなかったです。電話がかかってきたら、話し方がわからなくて、すぐ顔
が赤くなりましたので、次回にできるように、話し方を教わりました。「多文化共生センター東
京です」「すみません、もう一度、ゆっくりお願いします」「お名前をもう一度、教えてください」。
電話に出ることは難しいけど、これらの言葉が出来ればいいと思います。また、初めて相手の通
訳をしていた時は、どうしたらいいのかわからず失敗を感じました。しかし、それはいい経験で
もあります。これまで一年間、毎週火曜日に働いて、自分の力が足りないと感じる場合もありま
すが、だんだんできることが増えました。
　これからは、ここを離れても能力を向上させたいです。そして、次回もここに戻って、皆様の
お役に立てることを楽しみにしております。
　一年間、お世話になり、ありがとうございました。　

平田　美雪 さん

戴　思憶 さん

　今年度の 3月をもって、これまで長い間「荒川区ハートフル日本語適応事業」に携わり、たくさ
んの小中学生を指導されてきた根岸昇先生、また、事務局でインターンをしてくれていた戴思憶さ
んと平田美雪さんが、当センターでの仕事を離れることになりました。インターンの二人の方には
事務局での業務や通訳など、いろいろな場面で多文化の活動をサポートしていただきました。　　

　戴さんと平田さんに、多文化でのインターンを振り返り、メッセージを
書いていただきました。みなさま、ありがとうございました。

ーポト

りがとうあ ございました！



基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に起

因する社会的不公平によって、誰もが

等しく持つ権利が損なわれる不公平を

是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づくり

や安心して自分を出せる居場所づくりによ

り、少数者自らが自分自身を支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれてい

る状況を理解するとともに、多文化共生社

会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）を理

解し、多数者である「日本人」も変わり、

少数者とともに生きていく。

多文化共生センター東京の趣旨に賛同し、団体運営にかかわってくださる方

■ 正会員　年会費 5,000 円（年次総会での議決権あり）

■ 賛助会員（個人）1 口  年会費 3,000 円 ( 複数口可 )

■ 賛助会員（団体）1 口  年会費 30,000 円 ( 複数口可 )

当座 0407588

加入者名：

トクヒ）タブンカキョウセイセンタートウキョウ

ゆうちょ銀行　〇一九店　　
名義：多文化共生センター東京多文化共生センター東京

ホームページよりお申込み

多文化共生センター東京の活動や、当団体で学ぶ子どもたちをサポートするさまざまなご支援方法があります。

00110-8-407588

振込用紙に、銀行振込の場合はお振込後に

メールや電話で、「入会希望」もしくは「寄付」

をご指定いただき、名前・住所・電話番号・

メールアドレス・ニュースレターへのお名

前掲載の可否をお知らせ下さい。

正会員
賛助会員

経済的な理由から「たぶんかフリー

スクール」の授業料を負担すること

が難しい家庭の子どもたちへの支援

多文化共生センター東京

の活動全体へのご支援

毎月定額のご寄付を継続的にお寄せいただくご支援
（月額 1000 円、3000 円、5000 円、10000 円）

その他任意の金額も設定いただけます

※詳しくはホームページ、またはお気軽にお問い合わせください。
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事務局・たぶんかフリースクール荒川本校
Tabunka free school, Arakawa Main Campus
〒116-0002　東京都荒川区荒川 4-19-1　旧教育センター２階
2F 4-19-1 Arakawa, Arakawa-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6807-7937　Ｅ-mail：info@tabunka.or.jp

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～ 18：00　土曜日 11：00 ～ 19：00

Access：千代田線・京成線町屋駅から徒歩 10 分、

              都電荒川二丁目駅から徒歩 7 分、JR三河島駅から徒歩 15 分

たぶんかフリースクール杉並校  Suginami School
所在地：〒167-0021 東京都杉並区井草 2 丁目 35-5
２-３５-５ Igusa, Suginami-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6915-0200

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～18：00

Access：西武新宿線「井荻」駅北口から徒歩 15 分、「下井草」駅北口から徒歩 12 分

　　　　  西武池袋線「富士見台」駅南口から徒歩 18 分

　https://tabunka.or.jp/

　facebook.com/tabunkatokyo

　@tabunka_tokyo

地図は、下の QR コードをご利用ください。
多文化の HP の「連絡先・アクセス」に
つながります。


